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①グリーンスローモビリティ実証運⾏の背景・目的 2

身近な移動需要に応えるための地域の移動手段の確保

実証運⾏の背景

実証運⾏の目的

• 東立石・東四つ木地区は地区内を縦断する幹線道路（平和橋通り）があり、路線バス（新小51）が高

頻度（約4便/1h）で通っているものの、この路線では地域住民の移動需要先である最寄り駅（京成立

石駅・四ツ木駅）や地区内の商店・診療所にアクセスできない

• 地区内は道路が狭隘で一方通行の区間が多く路線バスが通る見込みが低い

• 自転車、徒歩での移動が十分にできない場合に日常の移動が困難になる

• 東立石地区の自治町会で組織する東立石地区連合町会の交通に関する課題解決意識が高い

活発な地域組織が主体となって、地域住民自ら運行を担う地域主体交通を実施

・小型で狭隘な道路でも無理なく走行できる

・小型で時速20㎞の速度制限があり、地域の運転手（高齢者想定）も安心して運転ができる

・窓が大きく開放感があり、乗って楽しい乗り物で地域住民のお出かけのきっかけになる

・運転手、利用者、地域住民の顔の見える関係で地域の一体感を高める

・電気自動車でCO2排出量が少なく、ゼロエミッションかつしかの啓発につながる

取組にあたってはグリーンスローモビリティ車両を使うことで以下のよう効果も見込まれる



②グリーンスローモビリティ実証運⾏の概要（東⽴⽯地区） 3

運 ⾏ 期 間

運 ⾏ 日

運 ⾏ 時 間

料 ⾦ 無 料

9︓00〜16︓002023.10.4〜2025.3.31

⽕、⾦︓⽴⽯駅コース
土 ︓四ツ⽊駅コース

運 ⾏ 主 体 東⽴⽯グリスロ運営協議会 道路運送法上の位置付 許可・登録を要しない運送

京成立石駅付近を走行中の様子 協賛社のステッカーをサイドガラスに掲示

事 務 員 9名
※実証運⾏スタート時 8名

運転手・運転補助 35名
※実証運⾏スタート時 22名



②グリーンスローモビリティ実証運⾏の概要（東⽴⽯地区） R6.8.8まで 4



②グリーンスローモビリティ実証運⾏の概要（東⽴⽯地区） R6.8.９から 5



③運⾏内容の変遷 6

期間 R5.10.4～R6.1.15 R6.1.16～R6.8.8 R6.8.9～現在

コース名 立石ｺｰｽ 四つ木ｺｰｽ 立石ｺｰｽ 四つ木ｺｰｽ 立石駅ｺｰｽ 四ツ木駅ｺｰｽ

運行日 水・土 火 土 火・金 土

運行便数 4便/日 10便/日 8便/日 6便/日 8便/日

路線延長 約3.5km 約4.0km 約3.5km 約4.0km 約6.8km 約4.9km

1周の所要時間 32分 39分 32分 39分 55分 38分

乗降ポイント数 8箇所 11箇所 8箇所 11箇所 22箇所 17箇所

登録・予約 必要 不要 不要

【1回目の変更のポイント】
• 予約・登録を不要にして利用しやすさを向上

• 当初は立石コースと四ツ木コースを交互に運行していたが、曜日ごとにコースを固定し、利用者のわか
りやすさや、コースごとの1日当たりの運行頻度を向上

• 運行日を地域の医療施設の休診日が多かった水曜日を避けて火・土曜日の運行に変更

【2回目の変更のポイント】
• コース名を立石駅コース、四ツ木駅コースに変更して、目的地のわかりやすさを向上
• 運転手数の充実に合わせて、立石駅コースの運行日に金曜日を追加

• 地域内の商店・医療施設・郵便局等に、よりアクセスしやすいようにきめ細やかなルートに変更し乗車
ポイント数を増やした

1回目の変更
（R6.1.16～）

2回目の変更
（R6.8.9～）



④利⽤者数の推移 7

• 利用者数はおおむね増加傾向であり、直近では月当たり200人以上の利用がある

• 立石駅コースは令和６年８月に運行日数が火・金に増加したことに伴い、利用者数も大きく増加
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⑤実証運⾏の評価の⽅向性 8

実証運行の目的である「地域の身近な移動手段」としての評価に加え、地域主体でグ

リスロを使用しているという本取組の特徴を踏まえ、地域の活性化や地域受容度、運

営体制面での持続可能性などの様々な観点から総合的に評価を行う。

評価の⽅向性

評価⽅法（案） ・利用実績
・運営実績（運行日数、事故発生状況、協賛金額など）
・運営主体へのヒアリング（手応え、好影響、課題、継続意向など）
・アンケート調査（利用状況、地域受容度など）

配 布 エ リ ア

対 象 者

配 布 数

調 査 内 容

配 布 期 間

東立石・東四つ木

R6.9.24～10.11

15歳以上の世帯主

2,900世帯(無作為抽出)

100部(利用者)

地域の移動需要

グリスロ実証運行の効果

実証運行の改善点

実証運行の印象

自由意見

アンケート概要(R6.9.24〜R6.10.11)



⑥今後の予定 9

11月 利用者数や運行体制の分析・検証、評価

12月 令和７年度以降の運行について判断（議会報告）

２月 〃 （地公会報告）


